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概要 : 鉄 道 総合技術研究所 お よ び ニ チ ア ス 側 は ス ラ プ軌道敷設 用 の 吸

音材 「 オ ト メ イ ト 」 を 開 発 し た 。 オ ト メ イ ト は 粒 度 を 揃 え た ケ イ 砂 等

の 無 機質 粒 子 を エ ポ キ シ 等 耐候性樹脂 で 結 合 し た 硬質 多孔 性 吸音 材 で

あ る 。 オ ト メ イ ト は 良好 な 吸音特性お よ び強 い 強 度 、 長 期 の 暴露 に 耐

え る 耐久 性 を 有 し 、 ス ラ プ軌道 に 適 用 可 能 で あ る 。
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， . ま え が き
鉄道 に お い て ス ラ ブ軌 道 は 、 軌道保守 の 軽減 に 大 き く 貢献 し て い る が 、 有 道床軌道 に 比

べ て 騒 音 の 高 い こ と が短所 と さ れ て い る 。 こ の 主 な 原 因 と し て 、 ス ラ ブ軌 道 は コ ン ク リ ー

ト 製 の 板 を 用 い て 広 く 荷重 を 支持す る 構造 で あ る こ と か ら 、 列 車走 行 時 に レ ー ル ・ 車輪間

で 発 生 す る 転 勤騒音 が コ ン ク リ ー ト 表面 で 反 射 し 、 有 道 床 軌 道 の よ う に パ ラ ス ト に 吸収 さ

れ な い こ と が 考 え ら れ る 。 こ の対 策 と し て 、 軌道 ス ラ プ表 面 に 吸音材 を 取 り 付 け る こ と が

考 え ら れ た 。 ス ラ ブ軌 道 に 適 用 す る 吸音材 は 本来 の 吸音特性 と と も に 長期 の 屋外暴露 に 耐

え る 耐 久性や 走行車両 か ら の 落下物 の 衝撃 に 耐 え る 強 度 を 有す る 必要 が あ る 。 鉄道総合技

術研究所お よ び ニ チ ア ス 側 は ス ラ プ軌 道敷設 用 の 吸音 材 「 オ ト メ イ ト 」 を 開 発 し た 。 オ ト

メ イ ト は 優 れ た 吸音特性や高 い 強 度 、 耐 久 性 を 有 し 鉄 道 軌 道 へ の 適用 が 可 能 で あ る こ と が

示 さ れ た 。

2 . オ ト メ イ 卜 の 構造 お よ び 性質

オ ト メ イ ト は 、 粒 度 を そ ろ え た 無機質粒子 を 、 耐候性有機樹 指 で 結 合 し た 硬質 多 孔性吸

音材 で あ る 。 オ ト メ イ ト の 吸音率 を 1 2 5 Hz か ら 4 . O kHz の 周 波 数領域 で 残響室 法 を 用 い て 測定

し た 。 ま た 、 比較 の た め に 、 市販 の セ ラ ミ ッ ク ス 吸音 材 お よ び軽量発 泡 コ ン ク リ ー ト 吸音

材 ( 以 下 、 軽 量 コ ン ク リ ー ト 吸音 材 ) の 吸音率 を 同 様 で 方 法 で 測定 し た 。 試験結果 よ り 、

オ ト メ イ ト は 、 5 00 Hz-- 2kHz の レ ー ル近 傍 の 卓 越 し た 周 波数 帯 に お い て 高 い 吸音 率 を 示 し た 。

ス ラ プ軌 道 に 適 用 す る 吸音 材 は 、 吸音 特 性以 外 、 次 の よ う な性 能 を 有す る こ と が要求 さ れ

る 。

① 電 気 絶 縁 性 能 に 問 題が な い こ と 。

② 長 期 の 屋外暴露 に 耐 え る 耐 久 性 を 有す る こ と 。

③ 車両落 下物 ( 氷塊等) に 対 す る 耐衝撃性 を 有す る こ と 。
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